
硯
.

四
年
七
月

目
鬼
打

年

月
.

口

回
発
行
∀

論叢
第170巻 第1号

古 川 顕銀 行
の 貸 し渋 り行 動q)"『 …"… … …"…'林 飛 俊1

持 株 会 社 に よ る 組 織 革 新(2)… … ・・… … … … … 青 地 正 史22

資 源 配 分 機 構 モ デ ル と 普 遍 写 像 問 題 ・… … ・… … ・・島 義 博34

組 織 間 関 係 に お け る依 存 と保 証 ・… … … … ・・… ・… 李 在 鏑57

植 民 地 期 朝 鮮 に お け る 日系 繰 綿 業 の 活 動 ・… … … 福 岡 正 章70

学 会 記 事

平 成14年7月

:東元β文 墨 経 済 學 倉



経済論蓑(京 都大学)*170巻 第1.号,2002年7月

組織間関係における依存 と保証

.李… 在 鏑

1は じ め に

本稿 の[的 は資 源 依 存 モ デル の視 座 か ら組織 間 関 係論 を整 理 し,資 源 依存 モ デ

ル の問 題点 を指摘 し,そ の補 完 要素 と して 「保 証 」 の意 味 を考察 す る こ とにあ る。

組 織 間関 係 と は資 源 を媒 介 と した組 織 間 のつ なが りと言 え よ う。 組 織 間 関係

論 はそ の よ う な組 織(分 析 対 象)と 組 織(環 境)と の相 互 作 用 の シ ス テ ムの 形

成,変 動 につ い て の研 究 領域 と定 義 で き る。

組 織 論 にお い て,組 織 間 関 係論 は,コ ン テ ィン ジ ェ ン シ ー ・セ オ リ ー と共 に

「組 織 と環 境」 の 一 領 域"と し て オ ー プ ン シ ス テ ム の 意 味 を持 つ 。但 し,コ ン

テ ィン ジ ェ ン シー ・セ オ リー が,環 境 を主 に組 織 の 性格 を規 定 す る要 因 と して

捉 え る立 場 を採 って い る の に対 して,組 織 間 関 係論 で は 組織 とそ の環 境 と して

の他 組 織 との 相 互作 用 の重 要 陸 に着 目 して お り,組 織 の 他組 織 に対'して の働 き

か け を 重 視 す る㌔ 即 ち,前 者 が 「環 境 決 定 論 」 な ら後 者 は 「環 境 操 作 論 」 と

特 徴 づ け る こ とが で きる。 特 に,現 代 社 会 に お い て は組 織 の 役 割 や 重 要[生は

益 々大 き くな っ て い る た め51,組 織 間 関 係 論 は社 会 理 論 へ の発 展 可 能 性 を も内

包 して い る㌔

組織 間 関 係論 の研 究 は実 に 多様 に行 わ れ て お り,そ れ らに つ い て の評 価 も進

1)山 倉健 嗣11993.1『 組 織 間 関係 論 』 有斐 閣、、

2)赤 岡功 「1978」 「コ ン テ ィ ン ジ ェ ンシ ー ・セ オ リー と組 織 間 関 係 論 の 理 解 」 『経 済 論 叢 』 第122

巻 第3・4弓...

3〕Perrow、C.[1986]ぐ わ'〃ヵた」.〔ルg``rr捻曜'r川哉3rd.NewYork,SじGtlFDrしsllldn.

如 山.倉,前 掲 当.、.
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行 中 で あ る と言 え る 。組 織 間 関係 論 を よ り体 系 的 な学 問 と して 発展 させ て い く

ため に は,先 ず 多 岐 にわ た る研 究 成 果 を ま とめ た 上 で そ こか ら支 配 的 な視 座 を

見出 す こ とが 重 要 で あ る。 しか し,そ れ に留 ま らず,支 配 的視 座 に 関 して も,

検 証 や 補 充 に よ る磨 きが 加 え られ な け れ ば な らな い 。

以 下 で は,こ の よ うな組 織 間 関係 論 に お け る課 題 を念頭 に お きつ つ,本 論 を

展 開 す る。 第1[節 で経 営 学 的視 点 と経 済 学 的視 点 との 相 互補 完 性 を提 示 し,第

皿節 にお い て は,組 織 間 関 係 論 の 交 換 説 と権 力 説 の統 合 の接 点 と して,資 源 依

存 モ デ ル を位 置づ け る 。 しか し,資 源依 存 モ デ ル にお い て,依 存 の概 念,及 び

依存 と組 織 間 関係 との 関連 に お い て,ま だ必 ず し も明快 な 説 明 が な され て い る

とは 限 らな い 。 この 点 に つ い て 第N節 で 論 じる こ とに す る 。特 に,資 源 依 存 モ

デ ル を補 う概 念 と して,不 確 実 な組 織 間 関係 に安 定 性 を与 え る 「保 証」 を提 示

す る 。 む す び に お い て は,以 上 の 内容 を踏 まえ,修 正 され た資 源 依存 モ デ ル を

要約 し,今 後 の課 題 に つ い て述 べ る。

且 組織間関係論の視点とその相互補完性

視 点 と は,誰 の ス タ ン ス に 立 っ て 物 事 を観 る か と い う こ と で あ り,研 究 の イ

ン プ リ ケ ー シ ョ ン の 根 幹 を 与 え る た め,非 常 に 重 要 で あ る 。 組 織 間 関 係 論 の 視

点 に は,経 済 学 的 視 点 と 経 営 学 的 視 点 が あ る ㌔ 経 済 学 的 視 点 と は 特 定 組 織 に

拘 らず,諸 組 織 間 シ ス テ ム そ れ 自 体 に 注 目す る 視 点 で あ る 。 こ の 視 点 に 立 っ て

い る 研 究 と し て は,Williamson[1965]61が あ る 。

こ れ に 対 し.て,経 営 学 的 視 点 と は 特 定 組 織 を 焦 点 組 織 と捉 え,そ の 焦 点 組 織

の 経 営 者 の 立 場 か ら,焦 点 組 織 と 関 わ っ て い る 他 組 織 と の 関 係 を考 察 す る 視 点

で あ る 。 こ の 視 点 に 依 拠 し て い る 代 表 的 な 論 者 と し て はEvan[19661"で あ る 。

5〕 赤 岡功11981〕 「組織 間関係論 の対 象 と方法」『組織科学」第15巻 第4号,及 び.牛…在鍋L-000]

「2次.り'プライヤーにお けるPr`x;ehS重 視論 の再検討」r日 本経営学会誌」5号 。

6〕Wllliamson,{.〕.E.[19651博Dyna面cTLcoryof互ntcrllrmBchavi町 、"Q〃餌 εpか」ロ'`r肥～可

Ef側rw広 二r,Vol.79,Nov.

7}Evan,W.M.[1966}」'TheOr9τlnizaliQnS巳L=一row.,【ia「11㈹ry`♪H【lter`Pr琶aniz訊tkm己IReladons「P

inAρ ρ偲`.'聖飾言oαgσ'ぞ捻而o照1五,85'月7`,ed.byJ、D.ThQmδQn,University}fPiusburghPr鵬,ノ
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出 所:V・lnrl・Ve・1,A.H.,「).C.Emme[t,&

R.K.K。enigJr.[1975】`LFranlew。rk

forInterorganizati(>n己1An己lyδis"h1

ノ月ごどrσ昭 姻 詑 α々 槻 丁'Pどrπン,,,1.byA.R.

Negandhi,KentStateUniversityPress.
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出 所:李[2000]一2次 サ プ ラ イ ヤ ー.に お

けるProce5s重 視論 の 再検 討1旧 卒 経

営 学 会誌 』5.号 を参 考 に して作 成 。

とこ ろ で,こ の両 視 点 に依 拠 した研 究 は,お 互 い に分 析 の精 緻 性 を高 め る 円.

能性 を.含ん でい る ため,補 完 関 係 にあ る と考 え ら れ る㌔

第1図 はVandeVeneta】.[1975]が 自分 の組 織 間連 合 モ デ ル とEvanの 組 織

セ ッ トモ デ ル との 相 違 点 を説 明 す る際 に用 い た図 で あ るが,経 済 学 的 視 点 の 経

営 学 的 視 点 へ の 補 完 可 能 性 を説 明 す る 上 で も有 用 で あ ろ う。 即 ち,第 ユ図 の 組

織4を 焦 点 組織 と捉 えた 場 合,経 営 学 的視 点 の 主 な関 心 は,組 織4と 直 接 つ な

が りを持 つ,組 織1,3,5,6で あ り,組 織2と 組織7は,研 究 の 領域 の 周

辺 的 な部 分 にな り兼 ね な い 。例 え ば,前 者 の4つ の組 織 は 焦 点組 織 に と って 課

業 環境 と して,後 者 の2つ は 一般 環 境 と して そ れ ぞ れ位 置づ け る こ とが で きる 。

これ に対 して,組 織 問 連 合 モ デ ル の よ うな経 済学 的視 点 か らは,組 織.i-7

共 に均 等 な 分析 対.象 と して扱 わ れ る もの と考 え られ る。 つ ま り,経 済 学 的視 点

は,経 営学 的視 点 で焦 点 組 織 との 関連 性 が 薄 い 部分 に対 して も注 目す る こ とに

-PP.173-191.(十 屋 敏 明 ・金 子 邦 男 ・古 川 止 志 訳[1969]

8)李,2000]前 掲 論 文 。

『組織の革新』 ダイヤモン ド初.
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よ って,経 営 学 的視 点 を補 充 す る こ とが で き る。

第2図 で は,逆 に経 営 学 的視 点 に よる経 済学 的視 点へ の 補 完 可 能性 を示 唆 す

る例 をあ げ て い る 。経 済学 的.視点 に よる研 究 にお い て も勿 論 比 較 的 に少 数 の組

織 群 を対 象 と した踏 み 込 ん だ研 究 が可 能 で あ るが,多 数 の 諸 組織 群 の 中 で 存 在

す るあ る種 の組 織 間 関 係 の パ タ ー ン を考 察 す るの に も適 してお り,そ の よ う な

研 究 が 多い 。 近 年 のH本 の サ プ ラ イヤ ー シ ヌ.テム研 究 にお いて は,完 成 車.メー

カ ー とi次 サ プ ラ イヤ ー 群 との 関 係 の み で な く,完 成 車 メ ー カ ー を頂 点 とす る

重 層 的 な部 品 メー カー 群 の 全 体像 の把 握 が 主 な研 究 に な っ てい る。 こ こで は,

階 層 性,階 層 間 にお け る格 差 な どが 注 目され るが,こ の 場 合諸 組 織 群 全 て を研

究 対 象 の 領 域 に収 め られ ない た め,典 型 的 な階 層 性 を有 す る企 業 が 分 析 対 象 の

中心 に な る傾 向 が あ 胤,即 ち,組 織Cの よ う に,典 型 性 は もた な いが,あ る典

型 的1次 サ プ ラ イ ヤ ー(組 織A)を 焦 点 組 織 と設 定 した場 合 は 重 要 性 もつ 企

業 田は,分 析 対 象 の範 囲 か ら外 され て しま う こ と に な りや す い,,従 って,経 営

学 的視 点 の研 究 も経 済 学 的 視 点 を補 完 で きる。 最 後 に,図 に は示 さ れ て い な い

が,経 営 学 的 視 点 に よ る研 究 は,組 織 間 相 互 作 用 と組 織 内 部 で の動 きを有 機 的

に考 察 す るの に適 して お り,経 済 学 的 視 点 か らLて も研 究 の有 用 性 を含 ん で い

る と言 え る。

III組 織間関係論の観点 と資源依存モデルによる観点の統合

組 織 間 関係 論 の観 点 は 多様 で あ るが 「交換 説 」 と 「権 力 依 存 説 」 とに大 別 す

る こ とが で き る匡脚}。交換 説 は 組織 が 互 い に利 益 を認 知 す る こ とに よっ て,相 互

作 用 が生 ず る とい う観 点 を とっ て い る。 協 調 型分 析 は この 観 点 に依 拠 して い る

と言 え る 、 主 に,社 会 サ ー ビス組 織 に お い て,こ の観 点 か らの研 究 が行 わ れ た 。

これ に対 して,権 力 依 存 説 は相 互 作.用が 有 利 だ と認 知 した 片 一 方 の組 織 が そ う

で な い他 方 の組 織 を強 制 す る こ とに よっ て相 互作 用 が 生 ず る とい う考 え 方 に基

9)こ の よ う な研 究 は主 に,焦 点 組 織 に対 して の実 地 調 査 を 通 じて行 わ れ る.、

10).赤 価】[1981ユ.臼i∫布局論 文」.
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つ い て お り,交 渉 型,コ ン フ リ ク ト型 の研 究 が これ に該 当 す る、,

しか し,組 織 は 時 には 他組 織 と交換 関.係を維 持 しつ つ も,時 に は交 渉 力 の 発

揮 を図 る。 また,あ る組 織 と は協 調 しあ い な が ら,別 の組 織 とは コ ン フ リ ク ト

に陥 る こ と もあ りう る。

従 って,組 織 間 関 係 に お い て 両観 点 は切 り離 せ な い もの と考 え られ る 。

この よ う に両 観 点 の 不可 分 性 か ら,両 観 点 の統 合 へ の試 み が な され て きた 。

AdameckandLavin[1975]11ト は 自分 σ)所有 資 源 の 欠乏 か ら交 換 に利 益 を認 知す

る とい う交換 説 で 主張 さ れ る想 定 に対 して,所 有 資 源 の 豊 富 な組 織 も同 じ く,

交 換 に 利 益 を認 知 し う る とい う こ と を,.保 健 所 を分 析 対 象 と した 研 究 結 果 に

よ って確 認 した。 この 場 合,所 有 資 源 の 豊 富 な組 織 は高 い地 位 や 威 信 を築 きあ

げ,そ れ.を交 換 に利 用 し,そ こか ら報酬 を得 るが,所 有 資 源 の 稀 少 な組 織 は,

低 い地 位 か ら,不 利 な 立場 で 交換 に臨 む こ と を強 い られ る と述 べ,交 換 説 に修

正 を加 えて い る 。

これ に対 して,SchmidtandKochan[1977]s'は 相 互 作 用 の 主 体 が ,共 に同

じ程 度 に利 益 を 認 知 す る か 共 に 認 知 しな い 場 合 と,双 方 の 利 益 認 知 の 程 度 に

格 差 が あ る場 合 を想 定 して,前 者の 場 合 を交 換 関係,後 者 の場 合 を権 力 関係 と

して見 倣 して い る、,しか し,AdaineckandLaain[19751の 研 究 は 交 換 説 の修

正 の段 階 に留 まっ てお り,5chmidtandKochan[1977]の.研 究 に お い て は,両

観 点 の 結 合 は 図 られ た もの の,権 力 と交 換 と の 関 係 が 明快 に は 示 さ れ て い な

いLll6

資 源 を媒 介 と して,交 換 と権 力 との よ り綿 密 な統 合 を完 成 した の はAldrich

[19791"'で あ ろ う。 彼 は,依 存 とパ ワー との 関 係 にお い て は 「AのBへ の 依 存

1DA伽1・ ・k,R.J.・ndB.F.Lavin[1975]"lnter・rganizati・n・1Ex・h・1・ge,AN・too・ ・tl・e5・ …iry

I【ypothcsisPin'〃 爾 ぞπ8ご`7'々αご油r7協 π♪rあet1.byA、R.Negandhi,KentStateUniversityPress.

12〕Schl【 【kit,S.M.ImdT.A.Kochan[1977]"lntefor臼anizatめnalRelationships.Patternsaiユd

Mく 一ivzltiQns,"・ 玉.s.Q.rVo1.22.June、

13:〕 赤 岡'/981前 掲 論 文,、

囲Aldri(lh,H.E.[1979]θp胃 α刀艇σ`加 η5げ&π.〃p〃 〃擢ηε馬EnglowdロdCliffs,NJ,PrenticヒHall.
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は,BのAに 対 して の パ ワー の 基 礎 を提 供 す る」 と い うEmerson[1962]151の

理 論 を採 用 し,依 存 と資 源 との 関係 にお い て は,Blau[1964]に 依 拠 して い る。

Blau[1964]は,Aの 独 立 の条 件 と して 戦 略 的 資 源 の 所 有 の 如 何,必 要 なB

か らの 資 源 の代 替資 源 σ)有無,強 制 能 力,Bの 資 源 を不 必 要 に し うる か否 か と

い う4つ の項[を あ げ て い る 。Aldrich[1979]はBlau[1964]に よ り示 さ れ た

ヒ記 の4つ のAの.独 立 条件 を 少 し修 正 し,Aの 独 立 条件 と,そ れ に対 抗 す るB

のAへ の 権 力 維 持 条 件 との相 互対 応 の結 果,様 々 な組 織 間構 造へ 影響 が もた ら

され う る と述 べ る 。 彼 の研 究 の イ ンプ リケ ー シ ョンは 次 の よ うに 解釈 す る こ と

が で き る。AがBか らの独 立 策 を1つ も行 使 し.ない で お り,か つBがAに 対 し

て の 全 て の 権 力 維持 策 を 行使 し.た場 合 に,初 め てAはBに 完.全に 依 存 して い る

とい え るが,そ れ は む しろ 稀 で あ り,そ うで な い 場 合,即 ち独 立 のt体 と権 力

維 持 の 主 体 問 で の 相 互 対 応 の 組 み 合 わ せ に よ り形 成 され る通 常 の 状 況 で は,交

換 と依 存 が 多様 な形 態 で 混 在 して い る 組 織 間 関 係 が 想 定 で き る とい う こ とに な

る、,こ う して,Aldrich[1979]は 交 換 ・協 調 関 係 に も,潜 在 的 に は 依 存 が 内

在 して い る とい う考 え方 に よ り統 合 を図 っ たの で あ る1.㌧

こ こで,資 源 依 存 モ デ ル を整 理 して み よ う。 以 上 の 内 容 か ら,組 織 間関 係 に

お い て 交渉 力 を決 め る重 要 な要 素 は次 の4つ に集 約 で きる。 第 一 に,資 源 の必

要 性 で あ る。 これ は経 済 学 で の 効 用 関 数 と類 似 の概 念 で あ る。 第 二 に,資 源 の

集 中性 で あ る。 こ れ は資 源 の 分 布 にお い て,ど れ だ け偏 っ て い る か とい う度 合

い で あ る。 経 済 学 で の独 占力 に該 当す る概 念 で あ る。 第 三 に,資 源 の代 替 性 で

あ り,資 源 の代 替 的供 給 先 が どの程 度 存 在 す る か とい う度合 い で あ る 。経 済学

で も同 じ概 念 が存 在 す る,,第 四 に,イ デ オ ロギ ー が挙 げ られ る 。 これ は,資 源

に対 して の 人 々の考 え方 で あ る。 例 えば,医 師 の 医術 は 人 の 命 を助 け るの で あ

る とい う考 え方 が,医 師 の交 渉 力 に影響 す る場 合 が 考 え られ る。 そ して,こ の

よ うな交 渉 力 の 決 定 要 素 に対 して,組 織 が 操作 を試 み る過 程 で,組 織 間 関 係 が

15)Emerson,R.M.[1鮪21'LYo",.dep∈nd岬nじcRelatiurべ4η`,f,.'ぐαπSo`'o'08ピビ`i∫Rετ瘤τσ,27,p.言2.

16)Blau.P、M.[1鰻]魚:伽 ・君側 π〃h躍 漉5・ ・ガ・dLife,JohnWO,,andS・ns.lne.NewYo・k・

17)赤 岡[1981]前 掲論文.,
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影 響 を受 け る。

こ こで,組 織 が依 存 の 問題 を解 決 す るた め操 作 を図 る 際,類 型 化 され た 組織

間 関係 調整 機構 を用 い る。 これ らの組 織 間 関 係 調整 機構 につ い て の 考 察 は,紐

織 間 関 係 に 潜在 的 に存 在 す る 依 存 の 問題 を導 き指 す 上 で 有.用で あ ろ う。

山 倉[19937'"はPfefferandSalancik[19781に 基 づ き,組 織 間 関 係 調 整 機

構 をそ の 効 力 の性 格 に よ って,次 の3つ の戦 略 に分 類 して い る。 第一 に,L{律

化 戦 略 を通 じて 自 らの 自由性 を維 持 し,依 存 の吸 収,又 は 回避 を 図 る 。例 え ば,

合 併 や 多角 化,内 部化 が こ れ に当 た る。 第 二 に,協 調 戦 略 が あ る。 こ れ は,依

存 を部 分 的 に吸 収 し,部 分 的 に は協 力 す る戦 略 で あ る。 例 え ば,規 範 の形 成,

契 約 の締 結,重 役兼 任,合 弁,ア ソ シエ ー シ ョ ンな どが 挙 げ られ る。 第 三 に,

は 政 治戦 略 であ り,第 三三者へ の 働 きか け を主 な内 容 とす る。 例 え ば,ロ ビー活

動 が あ る。

Aldrich「19791は り 組 織 間 関 係 調 整 機 構 を そ の 効 力 の 影 響 範 囲 に よ っ て,

次 の3つ の 戦 略 に 分 類 し て い る 。 第 一一一に,内 部 資 源 戦 略(proprietary.

strategics)は,組 織 の 境 界 や 所 有 資 源 に 対 して の 統 制権 を放 棄 せ ず に,内 部

の変 化 に よ り対応 す る こ とで あ り,最 も好 まれ る戦 略 と され る。 例 え ば,成 長

戦 略,差 別 化 戦 略,]標 管 理 な どの 通常 の 戦 略 の み で な く賄賂 な どの極 端 な手

段 も想 定 して い る 。 第 「 に,二 元 的 対 外 戦 略(dyadicstrategies)で あ る 。 こ

れ は,他 組 織 との協 力 と交 渉 とい う二 元 的 な戦略 を含 む 。 この 戦 略 に は,重 役

兼.任,合 併,合 弁 な どが挙 げ られ る 。 第 三 に,ア ク シ ョンセ ッ トモ デ ル で あ る 。

多 くの組 織 間 の依 存 や不 確 実 性 の 問題 が 上記 の2つ の 戦略 の駆 使 に よ り処理 で

き るわ け で な く,多 数 の組 織 が 特 定 の 日的 の た め,一 定 の期 間 グル ー プ を形 成

す る場 合 が あ るが,こ の諸 組 織 の グル ー プ をア ク シ ョンセ ッ トモ デ ル とい う。

以.ヒ,PfefferandSa】ancik[1978]とAldrich[19791の 組 織 間調 整 機 構 につ

い て の分 類 は,そ の分 類 の 基 準 に こ そ相 違 点 が あ る もの の,組 織 間依 存 と関 わ

1呂)山 倉,前 掲諏,

19)Pfeffer,」.nlldG.R.Sa』rldk[197呂]TheFterms((力'置 ρη'oノ』α㎎α母～窒{τ吾`2η5'/lR850``πθ

αか例ぬηr"禰 ρ6ビtrue,harp,,avdR.,.
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る 問題 を解 決 す る こ とを組 織 間 調 整 機 構 の 重 要 な意 義 と して位 置 づ け て い る点

で は共 通 して い る とい え よ う。

IV資 源依存モデルと保証

しか し,こ の よ うに依 存 を組 織 間 関係 の重 要 な決 定 要 素 と して捉 え る 資 源 依

存 モ デ ル に お い て は,次 の よ うな疑 問が わ い て くる。 第一 に,依 存 の概 念 につ

い てで あ る 。 「依 存 」 とは 客 観 的 な状 態 な の か,そ れ と も認 知 され た状 況 な の

か とい う こ とで あ る三〔㌔ 確 か に,PfefferandSalancik[1978]は 依 存 と関 わ り,

客 観 的 な測 定 の可 能性 を前提 と して い る 。 例 え ば,パ ワ・一の 基礎 で あ る資 源 の

集 中性3Dの 典 型 的 な測 定 基 準 と して 売上 高,及 び 付 加 価 値 にお け る4大 企 業 の

比 率 を,又 資 源 の 代 替性 の 尺 度 と して資 源 の 供給 先 の 数 を想 定 して い る三%

しか しな が ら,PfefferandSalancik[1978」 が 依 存 の 認 知 に お け る 主 観性 を

完 全 に 排 除 し て い る わ け で は な い。 な ぜ な ら,彼 ら の 論 文 に もWeick

[1969)'."())enactの 概 念 が 述 べ られ て お り,組 織 の 主 観 的 な環 境 認 識 とい う基

本 的 な ス タ ンスが 敷 か れ て い るか らで あ る。

・一方
,Aldrich[1979]は,依 存 を客 観 的 で あ る が 潜 在 的 に 存 在 す る もの と

見倣 して い 胤,但 し,依 存 の 潜 在性 が ゆ え に依 存 の 効 果 を観 察 す る こ と も容 易

で な く,依 存 さ れ る側 が 依 存 を如 何 に 認知 す る か,有 用 な情 報 量 は どれ位 保 有

して い る の か の よ うな媒 介変 数 を通 じて予 測 す る こ とに な る 。

と ころ で,依 存 が 客 観 的で あ りなが ら潜 在 的 で あ る とい うの は,一 体 ど うい

う意 味 と して捉 え れ ば よい の か。 ここ で主 観 性 と潜 在 的 な客 観 性 との 区 別 を考

ZωAldrich,H、E,[1999〕 で㎏ αアz舵"ご'ひ刀∫E℃り'麗ノ鳴SagePllbliじ`五[k)n,Ltd、

21)彼 らは 集 中怜 が 基本 的 に経 済学 者 が 組 織 環 境 を描 くた め 用 い られ た 主 要 な次 元 で あ る と述 べ る 、

例 え ば,経 済力 集 中 の尺 度 を少 数企 業 〔例 え ば.4,8社)の 睡 出,付 加価 値.売 ヒ高,資 産,

従 業 員 堪 模 が,全 体 産.業 の そ れ らに1}iめ る 割 合 と提 示 して い るAddm緬n、M.A.〔1951]"The

八{c肌su「ヒmentoflndu5trialCQncentratbrl,11R桝.・ 帝脚qノ 「Economicsand∫'α'ガ5海`、33,PP.269-296カf

引 用 され て い る.

22)Pfeffer,砂.d乙,p.6価,AldrichI且999」`4」.`.ぎ'.,p.65.

2ヨ)Weiek,K.E.Il969]Thes"vaIs"・ 〃々'"げ θ,gα庸 加8R8認 噂,Ma、Addisml.Wesley.〔 遠

田 雄 志 訳[19971『 組 織 化 の 社 会 心 理 学 〔第2版)」 文具 堂 〕。
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え て み よ う 。 両 者 は 測 定 の 困 難 さ の 面 で は 共 通 して い る が,両 者 の 代 理 変 数 を

通 じ,確 率 分 布 を 想 定 す る 場 合,前 者 で は 不 規 則 性 が 予 想 さ れ る 反 面,後.者 で

は 何 ら か の 規 則 性 が 期 待 で き る と い う 面 で は 全 く異 な る 概 念 で あ る 。

資 源 依 存 モ デ ル に お け る 次 の 争 点 は 依 存 と 紐 織 間 関 係 と の 関 係 に つ い て で あ

る 、、 こ こ で は,組 織 間 関 係 調 整 機 構 が 果 た し.て依 存 を 制 御 す る の か とい う根 本

的 な 問 題 が 問 わ れ て い る 。Zajack[1988]=,:は ア メ リ カ の 重 役 兼 任 制 度 に つ い

て 分 析 し,そ れ が 組 織 間 依 存 要 因 に よ る と い う よ り も,重 役 自 身 の 威 信 だ と か,

キ ャ リ ア ー.・と い う 個 人 的 な 要 因 に よ る も の と 主 張 し た 。 し か し,Mizruchi

[1996P5レ は 重 役 兼 任 制 度 の 歴 史 的 な 考 察 結 果 に 基 づ い て,個 人 的 な 依 存 要 因 の

み で な く,組 織 間 依 存 要 因 も 依 然 と して 存 在 して い る こ と を 明 ら か に した 。 組

織 間 関 係 調 整 機 構 に も,組 織 間 依 存 以 外 の 要 因 へ 目 が 向 け ら れ た 点 で,.上 記 の

i呵論 者 の 研 究 は 注 目 に 値 す る 、,

一 方
,DQnaldson[19957'"は,合 併,合 弁,そ し て.重 役 兼 任 制 度 と い う 組 織

間 関 係 調 整 機 構 が,む し ろ 組 織 の 自律 性 を 低 ドさ せ る と 主 張 す る 。 以1'.の 論 点

は,組 織 間 関 係 調 整 機 構 の 主 な 要 因 を 依 存 の 制 御 と 位 置 づ け て い る 資 源 依 存 モ

デ ル の 基 本 的 な 立 場 に 対 し て,依 存 以 外 の 要 因 の 重 要 性 を 指 摘 して お り,他 理

論 と の 接 点 を 模 索 す る 上 で 重 要 で あ る 、.、

従 来 の 資 源 依 存 モ デ ル で の 主 な 関 心 は,組 織 間 関 係 調 整 機 構 に よ り,依 存 と

関 わ る 問 題 を解 決 す る 点 に 集 中 し て い る,,特 に,合 併 な ど は 自律 化 戦 略 に 位 置

づ け ら れ て お り,こ の よ う な 自 律 化 戦 略 は,依 存 を 吸 収 し,自 律 性 を 求 め る 側

面 を 強 調 す る 。

し か し,Donaldson[1995]は 合 併,合 弁,重 役 兼 任,役 員 受 け 入 れ と い っ

た 組 織 間 調 整 機 構 は か え っ て,自 律 性 を 低 ドさ せ る 要 素 を も っ て い る と 指 摘 し

24:IZajack,E.J.〔198呂 〕囚1【il,lockm,Di(.,at,.,.vi,,11erurgと 川i乙u6りπ1邑dStrヒ吐krgy=ATビslりI

CriticalAssumptions、7'〆1r砒～'〃'yrグ.`Wα〃"88η擢η',ノ`♪μr〃σ431,pp.428-438、

Z5)MizruL=hi,M.S.119961.」whatdu[uLrrlQ〔lksdD7A【 旧lysis,CriLiquじ,al【dA5sじssmヒnLQ∫

Rcδca■ch【DnIntcrluじkingDirect〔,r猷es,'PA〃〃πご.rZee.ir*a,22,NN.271.298、

26)Donaldson,L.[19551AmericanArsd.〃r``照8ε 川ρ=ご1ぬωr'a堕ブα召`【η'2認～o〃,CambridgeSwdies

m-M..己9ピmビILL.
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第3図 資源依存モ デルにおける自律化戦略(D

組織 間関係 調整機構

自律 性 ・増依 存 依 存 の 吸 収

それ以外 の要 素

第4図 資源依存モデルにおける自律化戦略 〔:2)

組織間関係.調整機構

自律性 ・噌依 存 依 存 の 吸 収

相 虹 拘 束不 確 実性 自律 性 ・減

そ れ以外の要素

て い る。 なぜ な ら,紐.織 間 関係 調 整 機 構 を用 い た場.合,パ ー トナ ー とパ ワー を

共有 せ ざ る を得 ない か らで あ る。 例 え ば,外 部 の経 営.者 を 自社 のCLOと して

最 高 経営 者 か,理 事 会 に迎 え 入 れ な け れ ば な らな い か らで あ る 。 そ こで,組 織

間 関 係調 整機 構 につ い て よ り現 実 に 近 い理 解 の た め に第4図 の枠 組 み が 想 定 で

き るだ ろ う。

この モ デ ルで は,組 織 間 関係 調 整 機構 の 主 要 な機 能 と して,依 存 の 吸 収 の み

な らず,組 織 間 関 係 にお け る不 確 実性 を制御 す る もの と して捉 え る とい う点 で

は,従 来 の 資 源 依 存 モ デ ルの 考 え方 と共 通 して い るが,不 確 実 性 を制 御 す る.ヒ

で,相 互 拘 束 が 伴 う可 能性 を も重 視 して い る とい う点 で 異 な っ て い る。 この 相

互 拘 束 の 故 に,Donaldson[1995]の 指 摘 し.たよ うな 自律 性 低 下 現 象 が 観 察 さ

れ うる とい え よ う。 勿 論,だ か ら と言 って,組 織 間 関 係 調 整 機 構 にお け る依 存

の 吸収 とい う側 面 の 重 要 性 を根 本的 に覆 す まで に は及 ば な い だ ろ う.と い うよ

り も,組 織 問 関係 調 整 機 構 に よ り獲 得 され る純 正 の 自律 性(11旧tauton。my)は,

吸 収 され る依 存 と相 互 拘 束 に よ り失 わ れ る 自律 性 との相 殺 に よ り決 まる もの と

み る力.がよ り妥 当 で あ ろ う、,

資 源 依存 モ デ ル に お い て も依 存 と不 確 実 性 が 組 織 間 関係 の重 要 な 出発 点 と し
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て想 定 され て い る に も拘 わ らず,依 存 の制 御 と比 べ,不 確 実性 の 制 御 に つ い て

は踏 み 込 ん だ 考察 が十 分 な され て い な い 。不 確 実 性 の 制御 と依 存 の 制 御 が,必

ず し も正 の 関係 を保 つ とは 限 らな い 。 そ こで,本 節 で は取 引 又 は 相 互作 用 をす

る組 織 間 関係 に お け る不 確 実性 の制 御 機 構 を 「保 証」 と呼 び,保 証 が どれ く ら

い存 在 して い る か に よっ て,依 存 関係 に何 らか の 影響 を及 ぼ す もの と して 考 え

る。

保 証 は,大 き く 「.私的保 証 」 と 「公 的保 証 」 とに分 け る こ とが で きる 。 私 的

保 証 とは組 織 間 関 係 の 当事 者 に よ り設 け られ る保 証 の こ とで あ る 。 私 的 保 証 に

よ り私 的秩 序(private{,rdく,ri・lg)27:はよ り確 固 た る もの に な り うる。 こ れ に は,

取 引 相 手専 属 的 な 資産 を用 い た り,お 互 い の株 を持 ち 合 っ た りす る こ と以外 に

も,.一 方 的 な 出資,組 織 間 関係 調整 機 構 にお い て も部 分 的 に存 在 す る 。 私 的 保

証 はHostageの 役 割 を よ り一般 化 した概 念 と して捉 え る こ とが で き る摘。 次 に,

公 的 保 証 とは,第 三者 の 影響 に よ り確 保 され る保 証 の こ と をい う。 法律,政 府

の 方 針 の よ うな公 式 的 な もの や 世論 の よ う非 公 式 的 な もの が これ に 含 まれ る 。

公 的 保 証 は,公 益 性,公 平'「生を志 向 す る傾 向 が あ る た め,取 引 主体 の 突 発 的 な

機 会 主義 的 行 動 は 牽 制 され る。Aldrich「197912'は,特 に 規 模 の 大 きい 組 織 に

と っ て は,そ の 顕 在 性(visibility)の ため,正 当性 を獲 得 す る こ とが 非 常 に 重

要 で あ る と述 べ て い る 。

Vむ す び

本 稿 に お い て は,資 源 依 存 モ デ ル の 組 織 関 係 論 に お け る 意 義 と そ の 問 題 点 と,

そ し て 若 干 の 補 充 の 可 能 性 を 探 っ て み た 。

先 ず,資 源 依 存 モ デ ル は,交 換 関 係 に お い て も潜 在 的 に 依 存 が 混 在 し て い る

27)WiLhams。n[1986〕zicOrgat,一,WFiealsl,ea(Hook.,I」p.174-175:ま 契約 と関連 して,

法的蜆則,及 び字義通 りの1:literal)AMを 行 う とい う学芸延に よる秩 序 〔C⊂・1.inordering)の 側 面

よ り,事 後的制度 に よる私的秩序(p'i'eしeくπde山1呂)と しての側面が重視 され るべ きであ ると

述べ てい る.

28)李,前 掲論.虻。

29)Aldrir=h〔1979]op.ぐ ゴL,p.299.
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とい う理 解 に よ り,交 換 説 と権 力依 存 説 との統 合 を 図 っ た 。 さ らに,依 存 を 主

観 的 な もの で な く,資 源 と関 わ っ た客 観 的 な もの と して捉 え る こ とに よ り,依

存 の 解 決,即 ち 自律 性 の確 保 を 全 て の組 織 間 関係 の根 本 的 な要 因 の 一 つ と して

・般 化 した
.

特 に,い くつ か の類 型 化 され た組 織 間 関係 戦 略 の主 な要 因 を依 存 で あ る と位

置 づ け,自 律 化戦 略 と 名づ け て い る。 こ れ に は,合 併,合 弁,軍 役 兼任 な どが

挙 げ られ る。

従 来 の 資源 依 存 モ デ ル で も述べ ら れ て い る よ う に,組 織 間 関係 調 整 機 構 の 動

機 や要 因 に は,主 に は 依存 の吸 収が あ る が,そ れ だ け で な く組 織 間 関.係に お け

る不 確 実 性 の 制 御 もあ る 。 しか し,不 確 実性 の制 御 と依 存 の制 御 は,常 に整 合

す る 方 向へ 向 うの で は な く,皮 肉 に も トレー ドオ フ の 関係 に お か れ る こ と もあ

り うる。 なぜ な ら,組 織 間 関 係 に お け る不 確 実性 制 御 に は,組 織 間 の相 互 拘 束

を伴 う傾 向が あ る か ら で あ る。

本稿 で は,不 確 実 性 を制 御 す る機 構 を 「保 証 」 と名づ け,資 源依 存 モ デ ル の

初期 条 件 に組 み 入 れ る こ とを 試 み た。 つ ま り,制 度 の よ う な 「公 的保 証 」,及

び株 の持 ち合 いや,.専 属 的 資 産 の 媒 介 の よ う な 「私的 保 証」 が 多 く設 け られ て

い る場 合 は,不 確 実 性 は下 が るが 相 互 拘 束 が 起 る た め,資 源 の必 要 性,集 中性,

代 替 の 困難 さ と依 存 との 関 連 性 が 緩 和 さ れ る もの とみ た。

従 っ て,Donildson[1995]等 の批 判 は資 源 依 存 モ デ ル 全 体 につ い て の 批 判

と して妥 当性 を もつ と い う よ りは,保 証 に よ る資 源 依 存 モ デ ルへ の 部 分 的 な補

完 の可 能 性 に関 す る問 題 提 起 を提 供 した とい う点 で,検 討 の価 値 が あ る もの と

理 解 して い い だ ろ う、,

但 し,こ の保 証 の概 念 は,資 源 依 存 モ デ ル と他 理 論 との 統 合鋤へ の 発 展 ロ]』能

:30)例 えば,岸 田民樹[198司 『締営組織と喋境適応』三嶺書房,220ペ ージ.、状況適合理論(コ ン

ティンジー1..ンシー ・セオリー)で の環境から組織への影響,環 境操作戦略での組織から環境への

影響という逐次的相互依存関係が問題とされたとし,そ れとWillhms`〕nのいう市場化か組織化

かという協同的相互依存性との続合により,組織 と環境の相互作用全体が明かにされうると述べ

ており,依 存と私的保証との統合の可能性を裏付 けている と言え砲,な おAldrich1199910p.

ぐ"、,p.65は組織の経営者が外部者に対 し,説明義務を負って伝達するという象徴的な行動をノ
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性 を持 っ て い る に も拘 わ らず,本 稿 で はそ の接 点 の 可 能性 を提 示 す る こ と に留

ま っ て い る。 これ らの 課題 につ い て は 今 後,.更 な る研 究 が 要 請 され る。 なお,

近 年 日本 の 行 政組 織 や 教 育組 織 の再 編 成 で 見 られ る よ う な,組 織 間 関 係 の ダ イ

ナ ミック な動 向 を資 源 依 存 モ デ ルで どの よ う に説 明 で き るか につ い て の 考察 も,

今 後 の 課 題 とす る、,

＼1μる という.面で.資 源依存モデ ルは制度モデ ルと非常 に共通 してい るとみ てい る、,この ような資

糠依 存モデ ルにおけ る社会部1脈絡(suc副c{,[,text)の 重:要性の認識は,依 存 と制度モア ルの公的

保証 の統.合の.II工能・1生が高い ことを裏付ける と言 える..


